
　　
市
の
財
政
は
、基
本
と
な
る「
一

般
会
計
」
と
、
特
定
の
事
業
や
収

入
・
支
出
を
一
般
会
計
と
区
別
し

て
処
理
す
る
「
特
別
会
計
」、
事

業
で
得
ら
れ
る
収
入
で
経
費
を
ま

か
な
う
独
立
採
算
制
を
原
則
と
し

た
「
公
営
企
業
会
計
」
の
３
種
類

の
会
計
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
会
計
は
、
４
月
か
ら

翌
年
３
月
ま
で
の
期
間
で
一
区
切

り
と
な
り
、
５
月
末
ま
で
に
収
入

と
支
出
を
整
理
し
、
最
終
的
な
決

算
額
を
ま
と
め
ま
す
。

　
３
月
31
日
現
在
で
ま
と
め
た
令

和
６
年
度
の
財
政
状
況
は
グ
ラ
フ

と
表
の
と
お
り
で
す
。
予
算
に
対

す
る
進
み
具
合
を
表
し
た
も
の
が

執
行
率
に
な
り
ま
す
。

　

一
般
会
計
の
最
終
予
算
額
は
、

２
５
１
億
86

9
6
万
円
（
令

和
５
年
度
か
ら
の
繰
越
分
を
含

む
）。
建
設
関
連
事
業
な
ど
の
進

捗
の
影
響
に
よ
り
令
和
５
年
度
の

248


億
711


万
円
と
比
べ
、

３
億
7
9
85

万
円
の
増
に
な
り

ま
し
た
。

 

最
終
予
算
額
に
対
す
る
執
行
率

は
、
歳
入
が
79
・
２
％
、
歳
出
が

市
の
会
計
は
３
種
類

一
般
会
計
は
３
億
円
増

歳入歳出

県支出金
 7億6,112万円（3.8%）

繰越金
11億9,914万円（6.0%）

地方消費税交付金
 8億8,539万円（4.4%）

諸収入 5億6,916万円（2.9%）

地方交付税
73億4,865万円
　　　（36.8%）

市税
37億6,318万円
　　　（18.9%）

国庫支出金
30億7,782万円

（15.4%）

繰入金 7億719万円
　（3.6%） その他 16億4,138万円（8.2%）労働費 4,145万円（0.2%）

民生費
64億5,912万円

（31.0%）

総務費
34億2,132万円

（16.4%）

消防費 9億1,162万円（4.4%）
商工費 8億8,487万円（4.3%）

土木費
 14億4,144万円（6.9%）

議会費 1億9,076万円（0.9%）

農林水産業費 7億1,278万円（3.4%）

衛生費
 13億8,860万円（6.7%）

災害復旧費 2億5,163万円（1.2%）

教育費
28億4,196万円

（13.6%）

公債費
22億8,420万円

（11.0%）

【収入の関係】
▶�地方交付税…人口や環境などの違いで
生まれる地方間の格差を調整するため
に国から配分されるお金。国が徴収す
る所得税や法人税などがもとになって
いる
▶�国庫（県）支出金…国（県）が、市に対し
て交付する補助金など
▶�繰越金…会計年度が終了し、翌年度に
持ち越され、歳入に計上された余剰金

�グラフに出てくる分かりづ
らい主な用語を説明します。

3 月 31 日現在、支出済額

208億 2,975 万円
執行率82.7％

3月 31 日現在、収入済額
199億 5,303 万円
執行率79.2％

会計名 区分 収入額 支出額

水道事業
収益的収支 ８億9,748万円 ９億7,421万円

資本的収支 ２億9,130万円 ６億7,262万円

下水道事業
収益的収支 9億　 930万円 9億5,004万円

資本的収支 3億7,551万円 6億2,548万円

82
・
７
％
で
す
。

　

市
に
は
国
民
健
康
保
険
や
後

期
高
齢
者
医
療
な
ど
の
特
別
会

計
が
あ
り
、
合
計
の
予
算
額
は

43
億
２
２
５
９
万
円
で
、
令
和
５

年
度
の
46
億
3583



万
円
に
比

べ
て
３
億
1324



万
円
の
減
。

執
行
率
は
収
入
が
87
・
１
％
、
支

出
が
91
・
３
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

公
営
企
業
会
計
は
水
道
事
業

と
下
水
道
事
業
が
あ
り
、
水
道
・

下
水
道
料
金
を
主
な
収
入
と
し
、

施
設
の
維
持
管
理
な
ど
を
行
う

収
益
的
収
支
は
、
水
道
事
業
の

収
入
額
が
８
億
9
748


万
円

で
、
支
出
額
は
９
億
7421



万

円
。
下
水
道
事
業
は
収
入
額
が

９
億
9
30

万
円
。
支
出
額
は

９
億
5004



万
円
に
な
り
ま

す
。

　
市
で
は
大
切
な
お
金
を
有
効
に

活
用
し
、
令
和
７
年
度
は
教
育
環

境
の
整
備
や
脱
炭
素
社
会
の
実

現
に
向
け
た
事
業
、
防
災
対
策
の

充
実
な
ど
の
重
要
施
策
を
推
進

し
、
各
種
事
業
を
進
め
て
い
き
ま

す
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

■予算額
251億8,696万円

■予算額
251億8,696万円

発
展
に
向
け
事
業
推
進

特別会計
■ 予算額　43 億 2,259 万円

一般会計歳出 一般会計歳入財政用語の説明

県支出金
 7億6,112万円（3.8%）

繰越金
11億9,914万円（6.0%）

地方消費税交付金
 8億8,539万円（4.4%）

諸収入 5億6,916万円（2.9%）

地方交付税
73億4,865万円
　　　（36.8%）

市税
37億6,318万円
　　　（18.9%）

国庫支出金
30億7,782万円

（15.4%）

繰入金 7億719万円
　（3.6%） その他 16億4,138万円（8.2%）労働費 4,145万円（0.2%）

民生費
64億5,912万円

（31.0%）

総務費
34億2,132万円

（16.4%）

消防費 9億1,162万円（4.4%）
商工費 8億8,487万円（4.3%）

土木費
 14億4,144万円（6.9%）

議会費 1億9,076万円（0.9%）

農林水産業費 7億1,278万円（3.4%）

衛生費
 13億8,860万円（6.7%）

公債費
22億8,420万円

（11.0%）

教育費
28億4,196万円

（13.6%）

災害復旧費 2億5,163万円（1.2%）

会計名 収入済額 支出済額

国保(事業勘定) 32億6,616万円 33億8,405万円

国保(直診勘定) 5,203万円 １億4,206万円

後期高齢者医療 4億3,952万円 4億　 407万円

魚市場事業 677万円 1,480万円

合計
（予算の執行率）

37億6,448万円
（87.1％）

39億4,498万円
（91.3％）

令和６年度
　
市
で
は
、
皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ
い
た
税
金
や
、
国
か
ら
配
分
さ
れ
る
お
金
を
や
り

繰
り
し
、
令
和
６
年
度
は
教
育
・
保
育
環
境
の
整
備
や
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
た
取
り

組
み
な
ど
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
事
業
を
進
め
ま
し
た
。
３
月
31
日
現
在
で
ま
と
め
た
令
和

６
年
度
の
財
政
状
況
の
あ
ら
ま
し
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
※
金
額
は
１
万
円
未
満
を
四
捨
五
入
し

て
い
ま
す

問 

財
政
課　
☎
52
―
２
１
１
３

公営企業会計

【支出の関係】
▶�民生費…福祉や子育て支援などのため
に使うお金
▶�総務費…企画調整事務、庁舎や財産の
維持管理、戸籍管理、税金の徴収など
市の運営全般に使うお金
▶����教育費…学校や生涯学習、スポーツな
どを推進するために使うお金
▶公債費…市の借金返済に使うお金
▶�土木費…道路や公園などの整備や補修
のために使うお金
▶�衛生費…環境の保全や健康を増進する
ためなどに使うお金
▶�消防費…消防や災害対策などのために
使うお金
▶�商工費…商工業や観光などの振興のた
めに使うお金
▶�農林水産業費…農林水産業の振興など
のために使うお金
▶�災害復旧費…災害によって被害を受け
た施設や道路などを復旧するためのお
金

財
政
状
況

財
政
状
況
のの
お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

特
別
会
計
・
公
営
企
業
会
計
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